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道内10施設共 同で,呼 吸器感 染症 で入院中の20症 例にT-1982を 静注 または点滴静注 して,そ の

臨床効果 を検 討 した。20症 例中,急 性肺炎14例,慢 性 気管支炎な どの気道感染症6例,性 別では男

性14,女 性6,年 齢別では30歳 代3,40歳 代1,50歳 代7,60歳 代4,70歳 代5,重 症度別では軽

症3,中 等症16,重 症1,基 礎疾患 のある者12例 であった。 これ らの臨床効果は,肺 炎で92.9%,

気道感染症で80%,全 体 で89.5%で あった。 なお菌消失率70%,副 作用 として臨床 検 査 成 績 で

GOT,GPTの 一過性上昇3,好 酸 球増 多1が み られたが,本 剤 使用 中止例はなか った。

T-1982はFig.1に 示 す 構 造 式 を もつ 新 しい抗 生 物 質

である。そ の特 長 と して,(1)グ ラ ム陽 性 菌 お よび陰 性 菌

に対 して広 範 な抗 菌 スペ ク トラム を有 し殺 菌 的 に作 用 す

る,C2)特 にグ ラ ム陰 性 菌 の うちE .ooli,Klebsiella Pneumo-

niae,Serratia marcescens ,ProtusでCMZ,CEZ,CPZよ り

抗菌力が 優れ て い る,(3}各 種 細 菌 産 生 の β-lactamaseに

Fig.1Chemical structure of T-1982

対 して強 い抵 抗性 を示す,(4)in vitro効果に較 べ て 特に

実験的感染症では優れ た効果を示す,(5)筋 注,静 注によ

り高い血中濃度が得られ,主 として尿 中に排泄 され る,

(6}実験動物でCEZに 較べ て腎毒性が少 ない,な どが挙げ

られ,そ の総合的成果 については第29回 日本化学療法学

会西 日本支部総会で新薬シ ンポジウム1)と して取上げ ら

れ た。われわれ も道内10施 設共 同で呼吸器感染症 に対 す

る臨床的効 果と安全性について検討 したので,こ こに報

告す る。

1.成 績

1)対 象患者

Table1に 示 したごとく,総数20症 例の性別は男性14,

女性6,そ の年齢別では30歳 代3,40歳 代1,50歳 代

7,60歳 代4,70歳 代5,重 症度別 よ りみた疾患別では



374 CHEMOTHERAPY DEC. 1982

Table 1 Clinical
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results of T-1982
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Table 3 Overall clinical efficacy of T-1982

Efficacy 17/19•¨89.5%

軽症急性肺炎3,中 等症急性肺炎11,中 等症急性気管支

炎1,慢 性気管支炎 または気管支拡張症の急性増悪例の

中等症4,重 症1で あった。 これ らの基礎疾患 には精神

分裂病(No.1),肺 腫瘍(No.4),じ ん肺症(No.7お

よびNo.13),慢 性肺性心(No.8),気 管支拡張症(No.

10),気 管支喘息(No.11),慢 性肝炎(No.12),肺 結核

による気 管支拡張症(No.14),慢 性閉塞性肺気腫(No.

15),肺 結核(No.17お よびNo.20)が み られ,対 象 の

60%に なん らかの基礎疾患 が認 められた。

2)本 剤の投与法および投与量

1回1.0g1日2回 点滴静 注11例,そ の使用 日数 は3

～15日 間 で総 使 用 量 は5～30g ,1回1.Og1日2回

one shot静 注例6例,そ の使用 日数は6～14日 間で総

使用量11～289,1回291日2回 点滴静注3例,そ の

使用 日数は3～15日 間で総使用量 は12～60gで あった。

またこれ らの注射間隔はおおむね12時 間 とした。

3)臨 床的効果

Table 2に 臨床症状の改善内 容 お よ び 臨床検査成績

を示 したが,こ れ らの所 見よ り臨床効果 を判 断 す る と

Table 1に 示す ごとく,「著効」2(No.2,10),「 有効」

15,有 効率89.5%,「 やや有効」2(No.8,17)の 成績を

得た。「判定不能」は肺 結 核 に よ る気 管支拡張症(No.

14)で,当 初胸部X-P上 所見ではさきの拡張症の急{生

増悪 と考 えられ,か つ その喀痰培養上Citrobacter(卅)

が認 め られ たので本剤を1日2.0g,分2,3日 間点滴

静注 したが,3日 目の喀痰塗抹染色 で結核菌が証明 きれ,

本剤 の臨床効果判定 よ り除外 した症例 であった。

4)細 菌学的効果

本治療開始前後の喀痰培養 で常在菌 または常在菌 と判

断 された もの,お よび菌 の発育を確認 しえなかった もの

が10例 あった。起炎菌を認めた残 り10症例において,治

療前の喀痰培養でH.influenzaeを 認 め た3例(No.2,

10お よび11),P.amginosa 1例(No.4),S.faecalis 1

例(No.3),Acinetobacter 1例(No.12)お よびNeis-

seria 1例(No.16)は 本治療後 それぞ れ の 菌の発育を

認 めず,従 って菌 消失は7例,そ の他S.viridans(卅)→

(+)と 減 少(No.13),S.viridans→K.pneumoniae(No.

1)の 菌 交代1例 を認 め,菌 陽性→陰性 となった症例は

10例 中7例(70%)で あった。

5)総 合効果 と有用性

臨床効果 は,Table 3に 病態別お よび そ の総合有効率

が示 されてい るように,除 外1例 を除いた19例 申17例が

有効以上(89.5%),ま た臨床 効果 と細 菌 学 的効果を勘

考 した総 合効果は同 じく89.5%,さ らに副作用を も勘考

した有用性は19例 中16例(84.2%)の 高率 であうた。

6)副 作用

注射に よる直接的副作用 は認められなか った。臨床検

査値では,No.9,10,18の3例 にS-GOT,S-GPTに 一

過性上 昇を,No.9で 末梢血 の好酸球 にやや増 加(9%)

をみたが,特 別の処置の必要 はな く,さ らにその他のア

レルギー性反応 も認め られ なかった。

II.総 括な らび に考按

第29回 日本化学療法学会西 日本支部総会 シンポジウム

の呼吸器系感染症340例 については その 臨 床 的 有 効率

は80%,そ の うち肺炎216例 の81.9%,肺 化膿症17例の

88.2%,慢 性気 管支 炎48例 の77.1%,気 管支拡張症12例

の75.0%に それぞれの有効 率を認 めた とし,さ らにこれ

らの1日 投 与量 別臨床 効果 については,1日2.09投 与例

が全体の81.5%を 占め,その うち肺炎軽症45例 の95.6%,

中等症104例 の80.8%,重 症13例 の61.5%に,ま た慢牲

気管支炎 では軽症4例 の75%,中 等症15例 の86.7%,重

症4例 の50%に それ ぞれ臨床的効果を認め,さ らに肺炎

例 の基礎疾患 の有無別 よ りみた1日2.09投 与例の臨床

的効果 は,その 「有 る」もの で79.3%,「 無い」もので8銑5

%で あった と報告 されてい る。

われわれの20症 例では,肺 炎14例,う ち軽症3例(21.4

%),中 等症11例(78.6%),基 礎疾患の有無別はそれぞ

れ半数宛,慢 性気管支炎4例 中1例 の重症 を除いて他は

中等症,急 性気管支炎および気管支拡張症では1例 ずつ,

と もに中等症で,こ れ ら6例 中5例 に基 礎疾患を持って

いた。

本 剤の1日2.09投 与17例 中肺 炎12例 および慢性気道

感 染症5例 の臨床 的有効率は それぞれ11例(91.7%),

3例(75%)で あ り,慢 性気道感染症 の1例(Noの14)に

ついては本剤投 与3日 で喀痰 中に結核菌 を証明 したため
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投与を中止 し,本 剤 の効果 は 「判 定不能」とされた。1日

盗09投 与の3例(No.2,3,10)は2例 に著効,1例

に有効であった。細 菌学 的効果については,シ ンポジウ

ムの呼吸器系感染症の197例 に喀痰中に細 菌を証明 し,

うち54例がグラム陽性菌,143例 が グラム陰性菌で,こ れ

らの消失率はそれぞれ77.8%お よび85.3%,全 体 として

83.2%の 好成績が得 られた と報告 されてい る。

われわれの20例 中10例 に喀痰中に常在菌以外の菌の発

育を認め,う ち7例(70%)に その消失が認め られ,シ

ンポジウム症例 に較べてやや低値では あったが,こ れは

本研究では道内10施 設 それぞれに菌検 索が実施 された た

めなのか もしれない。

副作用については,シ ンポジウムでは総計1,216例 中

26例(2.1%)に なん らか の副作 用が報告 されたが,わ れ

われの20症例では発疹,発 熱,胃 腸障害な どは認め られ

ず,臨 床検査値において,3例 に軽度のGOT,GPT上

昇および1例 に軽 い好酸球増 多を認 めただけであった。

結 び

われわれ は道 内10施 設共 同で 呼 吸 器 感 染 症20例 に

T-1982を 投与 した。投 与方法 は1回1.0～2.0g1日2

回静注 または点滴静注 とし,投 与期間 は3～15日,使 用

総量5～60g平 均15gで あった。

その成績 は,臨 床有効率89.5%,有 用率84.2%,喀 痰

中細菌の消失率70%で あった。副作用 は認 め られず,臨

床検査値 において3例 にS-GOT,S-GPTの 一過性上昇

および末梢血 の好酸球軽度上昇1例 を認 めたが投与 中止

例 はな く,安 心 して使用可能 な薬剤 と考え られた。

欄 筆に当た り本研究 にT-1982を 提供 して くだ さった

科研化学(株)に深謝 します。
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The clinical efficacy of T-1982, a new cephamycin antibiotic
, was studied in patients with respiratory

tract infections. Twenty patients (14 males and 6 females) comprising 14 with acute pneumonia and 6 with

chronic or acute bronchial infections, were intravenously administered daily 2•`4 g for 3•`15 days
, the

total amounts being 12•`60 g. The diseases were graded as mild in 3 cases
, moderate in 16 cases and

severe in 1 case, and underlying diseases were also recognized in 12 cases
.

The clinical efficacy was 92.9%, 80% and 89 .5 % respectively for acute pneumonia
, bronchial infec-

tions and both diagnosis. Pathogens in sputum disappeared in 70% of the patients
. In laboratory findings,

slight elevations of GOT and GPT in 3 cases and eosinophilia in 1 case were observed
, but no case

required discontinuation of the drug.


